
育
児
休
業
は
、
男

女
と
も
取
得
可
能
な

休
業
制
度
で
す
。
配

偶
者
の
出
産
予
定
日

が
決
定
し
た
ら
、
育

児
休
業
取
得
に
向
け

て
な
る
べ
く
早
い
う

ち
に
職
場
の
上
司
に

報
告
し
ま
し
ょ
う
。

仕
事
の
引
継
ぎ
な
ど

を
行
い
、
休
業
中
は

育
児
に
専
念
で
き
る

環
境
を
整
え
て
、
育

児
休
業
に
入
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
育

児
休
業
は
子
一
人
に

つ
き
一
度
し
か
取
得

で
き
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
配
偶
者
の
産
後

八
週
間
以
内
に
育
児

休
業
（
「
パ
パ
休
暇
」
と
称
し
ま

す
。
）
を
し
ま
す
と
、
特
別
の
事

情
が
な
く
て
も
再
度
育
児
休
業
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
雇

用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ
れ
ば
、

こ
の
期
間
も
含
め
て
育
児
休
業
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

育
児
休
業
は
、
配
偶
者
と
交
代

で
取
得
す
る
こ
と
も
、
同
時
に
取

得
す
る
こ
と
も
ど
ち
ら
も
可
能
で

す
。
し
た
が
っ
て
、
配
偶
者
の
産

後
の
体
調
も
考
慮
し
て
、
事
前
に

相
談
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

取
得
パ
タ
ー
ン
は
大
き
く
分
け
て

三
つ
あ
り
ま
す
。

・
配
偶
者
の
産
後
八
週
間
以
内
に

取
得
：
上
の
子
が
小
さ
い
と
き
や
、

配
偶
者
の
体
調
を
考
慮
し
た
い
と

き
に
取
得
す
る
こ
と
が
多
い
パ
タ
ー

ン
で
す
。
こ
の
時
期
を
パ
パ
休
暇

と
し
て
取
得
す
る
と
、
再
度
他
の

時
期
に
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
（
図
1
参
照
）

・
配
偶
者
の
産
休
明
け
か
ら
一
歳

前
ま
で
の
間
で
取
得
：
配
偶
者
が

産
休
明
け
か
ら
就
労
す
る
と
き
や
、

長
期
で
育
児
休
業
を
取
得
で
き
る

と
き
の
パ
タ
ー
ン
で
す
（
図
２
参

照
）

・
配
偶
者
と
交
代
で
取
得
：
配
偶

者
の
就
労
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
交

代
で
育
児
休
業
を
取
得
し
て
子
育

て
す
る
と
き
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

（
図
３
参
照
）

次
回
は
、
男
性
も
積
極
的
な
育

児
休
業
取
得
を
！
・
そ
の
二
に
つ

い
て
、
掲
載
い
た
し
ま
す
。
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男
性
も育

児
休
業
を

“
パ
パ
休
暇

”

の
利
用

取
得
時
期
は配

偶
者
と
も
相
談

育児休業の取り方(例)

出産日 産後８週間 １才到達日 １歳２ヵ月

配偶者

配偶者

配偶者

本 人

本 人

本 人

産後休業期間

産後休業期間

産後休業期間

パパ休暇

育児休業期間

育児休業期間

育児休業

育児休業

育児休業期間

出産日 産後８週間 １才到達日 １歳２ヵ月

出産日 産後８週間 １才到達日 １歳２ヵ月

( 図１ )

( 図2 )

( 図3 )

万
一
の
こ
と
が
あ
っ
て
も
、

黙
っ
て
待
つ
だ
け
で
は
年
金

を
受
給
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

年
金
事
務
所
や
年
金
相
談

セ
ン
タ
ー
に

★

行
く
時
間
が
無
い
方

★

遠
く
て
行
け
な
い
方

ぜ
ひ
ご
利
用
下
さ
い

※
受
付
の
み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

回
答
は
、
受
付
日
の
翌
々
営
業
日
と
な
り
ま
す
。

メールでご相談の方

ＦＡＸでご相談の方

メールアドレス
k-fujita@k-fujita-sr.com

ＦＡＸ番号
075（571)8611

相
談
ご
希
望
の
方
は
、
連
絡

先
・
生
年
月
日
・
性
別
・
で
き

る
だ
け
具
体
的
な
相
談
内
容
を

記
載
の
上
、
左
記
の
方
法
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

お
客
様
の
個
人
情
報
は
、
弊

所
の
個
人
情
報
保
護
方
針
に
基

づ
き
厳
重
に
管
理
い
た
し
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
」

無
料
相
談
受
付
中



通
常
、
人
の
身
体
は
発
汗
す
る

こ
と
で
体
内
の
熱
を
下
げ
、
一
定

の
温
度
に
保
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
発
汗
作
用
に
よ
っ
て
水

分
と
同
時
に
塩
分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
ど
）
も
失
わ
れ
て
い
き
ま
す
の

で
、
ど
ち
ら
も
補
給
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

放
っ
て
お
く
と
徐
々
に
体
内
か

ら
の
熱
の
放
出
が
妨
げ
ら
れ
、
体

温
が
著
し
く
上
昇
す
る
状
態
、
す

な
わ
ち
『
熱
中
症
』
と
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。

熱
中
症
に
か
か
る
と
、
重
症
度

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状
が
現

れ
ま
す
。
（
下
図
参
照
）
重
症
度

が
高
い
ほ
ど
、
応
急
処
置
を
施
し
、

た
だ
ち
に
病
院
な
ど
へ
救
急
搬
送

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

万
一
、
熱
中
症
に
か
か
っ
た
人

を
介
抱
す
る
場
合
は
、
①
涼
し
い

場
所
へ
移
動
さ
せ
る
。
②
身
体
を

冷
や
す
。
③
水
分
・
塩
分
補
給
を

行
う
。
の
順
序
で
応
急
処
置
し
ま

し
ょ
う
。

事
務
所
衛
生
基
準
規

則
第
五
条
三
項
で
は
、

「
事
業
者
は
、
空
気
調

和
設
備
を
設
け
て
い
る

場
合
は
、
室
の
気
温
が

十
七
度
以
上
二
十
八
度

以
下
及
び
相
対
湿
度
が

四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上

七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
下

に
な
る
よ
う
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

「
空
気
調
和
設
備
」

と
は
、
「
空
気
を
浄
化

し
、
そ
の
温
度
、
湿
度

及
び
流
量
を
調
節
し
て

供
給
す
る
こ
と
が
で
き

る
設
備
」
と
定
義
し
、

一
般
的
に
は

A
ir

c
o
n

d
itio

n
e
r

す
な
わ
ち
エ

ア
コ
ン
と
称
さ
れ
て
い

ま
す
。

つ
ま
り
、
電
力
不
足

に
よ
る
節
電
対
策
と
し

て
『
エ
ア
コ
ン
の
設
定

温
度
は
二
八
℃
』
と
呼

び
か
け
て
い
ま
す
が
、

事
業
者
に
は
、
室
内
温

度
が
二
八
℃
を
超
え
な

い
よ
う
に
し
て
お
く
よ
う
に
と
の

努
力
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
す
。

極
端
な
節
電
対
策
を
行
っ
た
結

果
、
Ｏ
Ａ
機
器
な
ど
か
ら
放
出
さ

れ
る
熱
に
よ
る
高
温
多
湿
状
態
と

な
っ
た
空
間
で
は
、
そ
の
日
の
体

調
に
よ
っ
て
熱
中
症
の
発
生
率
が

高
ま
り
ま
す
。

熱
中
症
の
予
防
対
策
に
は
、

「
水
分
・
塩
分
の
補
給
」
と
「
暑

さ
を
避
け
る
」
の
二
つ
で
す
。
当

た
り
前
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
は
気
付

か
な
い
う
ち
に
不
足
し
、
熱
中
症

に
か
か
る
の
で
す
。

日
頃
か
ら
暑
さ
に
慣
れ
て
い
る

と
思
っ
て
い
て
も
、
残
暑
が
き
び

し
い
九
月
上
旬
頃
ま
で
は
十
分
注

意
す
る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

一
〇
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
十
一
日

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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今
年
の
夏
は
、
全
国
で
企
業
や

家
庭
内
で
の
消
費
電
力
の
無
駄
を

省
き
、
可
能
な
範
囲
で
電
力
使
用

を
控
え
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

一
方
で
、
日
中
の
ニ
ュ
ー
ス
番

組
や
電
力
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
毎
日
の
消
費
電
力
量
や
消
費
予

想
を
発
表
し
て
い
ま
す
が
、
テ
レ

ビ
や
パ
ソ
コ
ン
を
付
け
て
情
報
を

取
集
す
る
情
報
提
供
手
段
は
、
節

電
対
策
上
い
か
が
な
も
の
で
し
ょ

う
か
。

（
ぎ
ん
）

編
集
後
記

藤田社会保険労務士事務所

京都市伏見区小栗栖南後藤町6-31-408

TEL・FAX 075-571-8611

E-mail

k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

熱
中
症
の
症
状
を

知
っ
て
お
こ
う

八
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

こ
ま
め
な
水
分
＆
塩
分
補
給
を

建
物
の
中
で
熱
中
症
に
？

熱
中
症
の
予
防
対
策

Ⅰ

度

Ⅱ

度

Ⅲ

度

・めまい、失神：「立ちくらみ」のこと。「熱失神」とも呼ぶことがある。

・筋肉痛、筋肉の硬直：筋肉の「こむら返り」のこと。「熱痙攣」とも呼ぶことがある。

・大量の発汗

・頭痛、気分の不快

・吐き気、嘔吐 ：体がぐったりする、力が入らないなど。

・倦怠感、虚脱感 従来から「熱疲労」「熱疲弊」と呼ばれている。

・意識障害：呼びかけや刺激への反応がおかしい

・けいれん、手足の運動障害：ガクガクと引きつけがある、まっすぐ歩けないなど。

・高体温：体に触ると熱い感じを受ける。従来の「熱射病」「重度の日射病」など。

軽

重

熱中症の症状と分類


